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坪井夏美さん応援レポート
フレッシュ名曲コンサート

飯森範親指揮／日本フィルハーモニー交響楽団
2016年７月３日（日）

たましんRISURUホール（立川市民会館）

３度目のオーケストラとのメンコン

フレッシュ名曲コンサート。公益財団法人東
京都歴史文化財団（東京文化会館）が、都内
の区市町村及び区市町村の指定する団体と
の共催により実施するコンサートである。地
域で身近にクラシック音楽等の名曲に親しむ
機会を提供し、併せて東京音楽コンクール入
賞者をはじめとする新進演奏家の発掘・育成
を図ることを目的として開催されている。著名
指揮者、一流オーケストラとのコンツェルト
（協奏曲）の演奏など、若手演奏家にとって、
貴重な演奏機会となっている。なお、江副記
念財団は2016年度の助成事業として「東京
音楽コンクール」を支援している。

坪井さんは「第12回東京音楽コンクール弦楽
部門第１位及び聴衆賞」受賞者として登場。
飯森範親氏の指揮、日本フィルハーモニー
交響楽団との共演で、ソリストとして、メンデ
ルスゾーンのヴァイオリン協奏曲（メンコン）
を演奏する。

管弦楽の日本フィルハーモニーは、今年創
立60周年を迎える日本を代表する交響楽団。
歴史と伝統を守りつつ、さらなる発展を目指
し、質の高い音楽を提供し続けるオーケスト
ラである。

会場は立川市民会館「たましんRISURUホー
ル」。猛暑日となり、刺すような日差しのなか、
多くのお客様がつめかけてくれている。
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演奏会が始まる。

最初の曲、シューベルトの交響曲第７
番。完成されたスコアが第１、第２楽章
しかないため「未完成交響曲」と呼ばれ
て いる。「未完成」であることで、より高

い「完成」を見たとされる作品が、美しく
奏でられる。

ひとつひとつの音を大切に、丁寧に

拍手に迎えられ、坪井さん登場。
ブルーの舞台ドレスがよく映える。

坪井さんにとっては、３度目のオーケ
ストラとのメンコン。１月にも聴かせて
くれたが、多くの人々に愛される名曲
を、今回どのように表現してくれるか
楽しみだ。

１カ月前に宗次コレクションにより貸
与を受けたという、新しいヴァイオリ
ンによる演奏である。

メンデルスゾーンのヴァイオリン協奏曲が始まる。

よく知られ、親しまれた美しい旋律。哀愁をただよわ
せながら優美に、坪井さんらしく、ひとつひとつの音
を大切にした丁寧な演奏。細かいところにまで行き
届いた繊細な音色。

名曲を、たっぷりと美しく響きわたらせて終曲。

満場の拍手。客席からは大きな「ブラヴォー」の声も
上がっていた。

演奏中写真のご提供：

休憩後は、オーケストラによるベー
トーヴェンの「運命」。名曲づくしの
プログラムが披露された。
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心に沁み込む音色を目指して
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の坪井さんに、話を聞いた；

ー 本日のメンコン、思い通りに？；

「・・・指揮者やオーケストラとの会話を楽しみながら
演奏することができました。自分のやりたい音楽を
伝えることができたと思います」

「・・・新しい楽器の良さを引き出すまでに苦労しまし
たが、本番直前になって、ようやく自分が欲しいと思
う音色が出せるようになりました」

「・・・音を届けつつ、音色を楽しみつつ、オケと会話
しつつ・・・いろいろなことを考えて弾いていました」

「・・・誰もが知っている名曲中の名曲、メンデルス
ゾーンのヴァイオリン協奏曲の素晴らしさ、そして難
しさを改めて感じた本番でした。指揮の飯森範親先
生をはじめ日本フィルハーモニーの皆様からたくさ
んのエネルギーを頂いて、私自身の世界が広がっ
たように感じました」

－１月にもメンコンを弾かれましたね；
「・・・１月より更にオーケストラと一緒に演奏できた、
一緒に作ることができた、という感触があります」

「・・・５月に仙台のコンクールで弾き振り（指揮者なし
でオケと合わせる。ソリストがリードする形）を経験し
ました。弾き振りを経験したことにより、『指揮者の存
在』を強く意識し、共に音楽を作っていくことを以前よ
りも自然に感じられるようになりました。貴重な経験
でした」。

＜演奏会概要＞
◆出演
指揮：飯森範親
ヴァイオリン：坪井夏美
日本フィルハーモニー交響楽団

◆プログラム
シューベルト：交響曲第7番 ロ短調D759「未完成」
ベートーヴェン：交響曲第５番ハ短調 op.67「運命」
メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲ホ短調 op.64

－目指す方向性は：
「・・・オーバーなことをしなくても、
心に沁み込む、心にすーっと
入ってくるような音色で演奏を
していきたいと思っています。
視野を広く持ちつつ、それぞれの
曲に込められた想いを私なりに
表現していきたいです」。

終演後、楽屋でマエストロ飯森氏と

コンサートマスター髙木和弘氏と

「・・・今年度後半も演奏会の機会をたくさんいただいています。
演奏会でしか学べないことも多く、楽しみでもあり、大変にありがたいです。
お客様に楽しんでいただくのはもちろん、自分にとっても
いい経験にしていきたいと思っています」と語ってくれた。

坪井さん、素敵な演奏でした。また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー(裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（裏表紙）】
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【コンサート・プログラムP.1】
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【コンサート・プログラムP.２】


